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               ～ 西日本最高峰石鎚山天狗岳より石鎚神社頂上社を望む～     

写真・歌 ： Ｌ．十亀興美 
 

2005～2006 年度   
◇国際会長プログラム   「飛躍への情熱（PASSION to EXCEL）」 
◇336A 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰｽﾞｽﾛｰｶﾞﾝ 「ライオンよ 誇りを持って ウィ・サーブ」 
◇クラブ会長スローガン  「手をあわす 感謝の心で ウィ・サーブ」 

 

Ｎｏ．３４２ 

 観 月 例 会 開 催 ！



 

『 会員増強のお願い 』 
      会員委員長 加 藤  茂 

   昨今のライオンズ関係の会合でまず一番に話題になるのは会員増強会員維 
持のことである。長引いた景気低迷の影響もあってどのクラブも会員脱落に頭 
を痛めている。わがクラブも正会員は最盛期にくらべ半減している。さる８月 
１９日に開催された第１回ゾーンレベル会員委員会においても委員長から各 
クラブ３人以上は必ず増強するようにと強い要請があった。 クラブ会員委員 
長としても何とか右の要請に応じたいと考えている。しかし私のような老齢の者は友人知人が 
皆老齢であり、また年金生活に入っていたりするのでとても入会する見込みはない。 

  どうしても若手の会員に奮起をお願いせざるを得ない。特に青年会議所や商工会議所の青年部 
の OＢの方には後輩で卒業見込みの人達に強力に働きかけて頂きたいと思う。 

   今年度の西原ガバナーも会員増強に意欲を燃やしており、５人以上の新会員入会式には必ず出 
席すると言っているし、わがクラブの十亀会長も会員増強を熱望しているところでもあるので、 
各会員には今一度周囲を見直して優秀な人材を発掘されるよう心からお願いしたい。                                          

 
 
第８回ライオンズクラブ国際協会 336-Ａ地区 2Ｒ献血推進研究会出席報告 

                     
                     環境保全・保健福祉委員長 塩崎 己年夫 

  去る１７年８月６日（土）四国中央市のホテルグランフォーレに於いて上記会が開催されました。 
愛媛県赤十字血液センター所長 赤松 俊光氏による挨拶に始まり、傷害課長 中村 信明氏より、 
献血事業の現状についての説明がございました。 
現在我が国の血液事業はいくつかの深刻な問題をかかえております。 
① 献血人口の減少や若者の血液離れにより原材料の不足です。 
献血は季節的な変動があり、特に冬場から春先にかけては輸血用血液が大変不足しているそうです。 
今は、輸血用血液は、すべて国内の献血によってまかなわれておりますが、血漿（蛋白質に富、免疫 
の働きをもつ）分画製剤については、まだまだ輸入にたよっているそうです。 

② 安全な血液を確保するために膨大な検査費用がいるそうです。 
各種ウイルスなどの厳しい検査を実施し、限りなく安全性の高い血液の供給に努めています。 
しかし、現行の技術では 100％の安全性を確保できていません。 
又、献血施設（献血ルーム、献血バス）注射針、献血バック等の材料費、検査、製剤、保管、供給 
など数多くの経費がかかるとの事です。 
そこで、皆様のあたたかい心、ご理解と、ご協力を御願いして、献血を推進して頂きたいとの申し出 
がございました。 
現在の献血者の約 80％は、５０歳未満の方々に支えられています。そして使用の 82％は５０歳以上 
の方々に使用されています。 

｢1.1.1｣キャンペーン実施中 

1家で１人、１年に１回の献血を！ 

“あなたのやさしい心をお待ちしています”  



 

健  康  
                                 Ｌ．内田 伸 

  健康とは、精神と肉体の相関関係からなる。肉体的な健康があっても精神的に病 

んでいれば、いつしか肉体は蝕まれてしまう。逆に、健全な精神があれば健全な 

肉体を作ることが可能になる。しかし文明が発達するにつれて、種々の弊害、例 

えば深酒、タバコ、アスベスト、大気汚染、紫外線、ストレス、食品添加物、肥 

満、糖尿病、癌、高脂血症等々、発生し、人の生命を脅かしている。 

  最近、メタボリックシンドロームの文字が躍っているが、シンドローム×（高尿酸血症、高インス 

リン血症、運動不足、加齢等々）や死の四重奏（上半身肥満、耐糖能異常、高脂血症、高血圧）など 

を統一したものがメタボリックシンドロームである。この診断基準は、総合的に心筋梗塞･脳梗塞な 

どの心血管病を予防するために、よりコンセンサスが得られやすい予防医学である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 次に、焦点を絞って肥満について考えてみる。 

生体リズムを刻む体内時計をコントロールしているＢＭＡＬＩ（タンパク質）がＤＮＡに結合して正 

常に体内時計が働いている。ＢＭＡＬＩは昼間は体内でほとんど作られず、深夜になると増える、即ち 

「夜遅く食べると太る」仕組みが分子レベルで解明され、細胞内にＢＭＡＬＩの量が多いと、脂肪の量 

も多くなることがわかった。太らない、またやせる為には「朝は牛乳コップ一杯」、「間食をしないこと 

」、「夜遅く食べないこと」、「食べすぎないこと」、「バランスの良い食事をすること」、「適度な運動をす 

ること」である。 

 一方、健康というものをグローバルな観点からみると、石油や石炭を燃やすと二酸化炭素が作られる 

為に、地球温暖化が進行しながら、オゾン層を破壊（現在、南極大陸のオゾン層破壊が進行しつつある）

して癌の原因でもある紫外線が増えている。由に二酸化炭素が多い石油や石炭にかわって日本の海底に 

たくさんある二酸化炭素の少ない、しかもその量は日本で使うガスの100年分といわれているメタンハ 

イドレートが未来の資源として期待されている。健康は太陽系の中の地球と一体となった共生という形 

でとらえていきたい。 

 

 

<図 メタボリックシンドロームとは> 

 運動不足       過食 

    ↓       ↓ 

    内 臓 脂 肪 蓄 積  

   ↓  

アディポサイトカインの分泌異常 

（アディポネクチン↓.PAI-1↑） 

     ↓ 

インスリン抵抗性 

 高脂血症  耐糖能異常  高血圧 

      

動脈硬化性疾患 

 

<診断基準> 

腹腔内脂肪蓄積 

Ａ ウエスト周囲径   男性≧85㎝ 

  （臍周囲で測定）  女性≧90㎝ 

  内臓脂肪面積   男女とも≧100c㎡に相当 

上記に加え以下のうち2項目以上 

Ｂ 男女とも 

 高トリグリセライド血症≧150mg/dl 

   and/or 

 低HDLコレステロール血症<40mg/dl 

Ｃ 収縮期血圧≧130㎜Hg 

   and/or 

  拡張期血圧≧85㎜Hg 

Ｄ 空腹時高血糖≧110mg/dl 



【編集後記】昔から「暑さ寒さも彼岸まで」と言われるように朝晩めっきり涼しくなりました。 
先日、松山ホストライオンズクラブ在籍の大先輩であられるＬ．吉田義臣氏より広報委員に激励のお便

りをいただきました。こよなく西条ライオンズクラブに気配りを賜り、感銘いたしました。ゴールに向

かい、日々努力いたします。                              瀬川 

発行者 会 長  十亀興美 

    幹 事  安藤憲正 

PR･広報委員長  瀬川大秀 

編集委員  日吉洋二・内田 伸 

      越智英明・杉原善行・寺尾信司 

例会日 第１･第３火曜日  

例会場 黒猫レストラン 

印 刷 西条ライオンズクラブ事務局 

 
                石鎚温泉での月見例会はいかがだったでしょうか。宴会での和 

歌作りを各委員会に御願いし、それぞれに思考を凝らしてつく 
っていただき、ありがとうございました。文章を書くと、人柄が出ると言いますが、和歌作りで 
各委員会の特徴がよく出てるなあと改めて感心しました。 和歌（五七五七七）の３１文字で、 
人に感動を与えられる素晴らしさ。これからも私達執行部は、「高めよう！教養」のライオンズ精 
神より俳句作りを進めていく所存であります。今回の月見例会は、８名欠席の出席率・・８１％ 
と、欠席された方が多かったのが非常に残念でした。 また、この月見例会で会員のより一層の 
親睦が図れたのではないかと、私には思えました。 

 
 
 
 
 
 
 
                  

 
                       
   この様に９月１９日に新居浜カントリークラブで今年度の２Ｒ親善ゴルフ 
大会が行われました。私は、「ファー、ファー！」と呼んでいた為か、声が 

枯れたラウンドになりましたが、出場８名の選手の中、 
３名は大いに健闘し、３０位以内に入賞しました。残りの５名は 
その日の事は即時忘れ去り、来年の２Ｒ親善ゴルフ大会での上位入賞を誓い合い、 
親善を深めた楽しい１日を送りました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行所  ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会 336Ａ地区 2Ｒ４Ｚ

西条ライオンズクラブ     

事務局  〒793－0027                   

     西条市朔日市 779－８                 

     西条商工会館３F 

ＴＥＬ （0897）56－3980 

ＦＡＸ （0897）56－9251 
E－mail saijo-lc@abeam.ocn.ne.jp 
http： //www6.ocn.ne.jp/˜saijo-lc/ 

「 天高く 空の彼方に ボール消え、 
キャディの声が こだまする “ファー” 」 明比 


